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それぞれの“生きる”に
寄り添う守谷市政へ。

守谷市議会議
員選挙 公認候

補

私は、38 歳のときに自分が糖尿病であることを知
りました。父も重い糖尿病患者でした。私の場合
は、父ほど重篤でなく、仕事も外回りから内勤に
変えてもらうことで以前と変わらず働き続けること
ができました。

その私の兄は、聴覚に障がいを持って生まれてき
ました。兄はとにかく明るく前向きな人です。時間
がかかっても必要なことは人に伝えようと「努力」
する人です。だから、兄は普通に “生きる” ことに
人の何倍も「努力」をします。
小さいころ、友達と一緒に公園で遊んでいたとき、
なかなか遊びのルールが分からない兄に、まわり
の子たちが戸惑っている光景を見たことがありま
す。そんな中、一緒に遊びたいと一人明るく笑う
兄の姿を見て、現実の「不公平さ」に胸が痛くな
りました。

人はそれぞれ生まれながらにして持っているものが
違います。お金に恵まれている人、丈夫な体の人、
容姿に優れている人、様々です。私は糖尿病を抱
え、兄は聴覚障がいを抱えて生きています。

そのために、人それぞれに、生きていくにあたって
必要となる「努力」の量が違ってきます。そして、
そんな「不公平な現実」を私は少しでも変えてい
かなくてはならないと思っています。生来、必要と
される努力の量、その凸凹を多少なりとも平らにす
るために欠かせないものがあります。それは、公共
サービスです。しかし、残念ですが、まだまだその
在り方は十分ではありません。

だから、「それぞれの “生きる” により添う守谷市
政の実現。」に向けて、私は、兄に負けない明る
く前向きな気持ちで、新たな世界へ挑戦します。
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●1964（Ｓ39）年11月、守谷
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